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これまでの学校教育

•一般的に教師から児童・生徒へ知識
を教授するという方法で教育が行わ
れている

•教師から生徒へ正確に知識が伝わる
ことが重視されていた

教師

生徒 生徒 生徒 生徒



幼児教育における集団活動

•絵本の読み聞かせ

•クラスで起きている問題

•これからする活動の説明

•季節や行事などについて

教師や保育士が伝えたい内容を伝達する場



伝え合うことを重視

対話型（サークルタイム）
先生と子どもがある話題について

共に意見を出し合う

一斉教授型
先生から子どもへの伝達

遊びの中での対話
子どもたちの自発的な相談



言葉での伝え合い

•「言葉で伝える」＝自分の思いを表現する

•内容ではなく、「表現したこと」を認める

•うまくできなくても伝えたい思いがあること
を認める

•「伝えたい」と思う環境



こども基本法

こども家庭庁ホームページよりhttps://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-kihon



家庭での伝え合い

•子どもの思いに耳を傾ける

•子どもの意見を聞く、親の思いを伝える

（子どもには分からない・・・ということはない）

•伝えることから聞くことに


